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北
米
合
衆
図
の
入
移
民
挫
ぴ
に
入
移
民
政
策

矢

島

武

白

ヨた

は

し

が

き

一
、
合
衆
閣
に
於
け
る
移
民
流
入
史

コ
、
「
奮
」
移
民
と
「
新
」
移
民

一
一
一
、
入
移
民
の
地
理
的
分
散
欺
慈

四
、
各
農
業
へ
の
移
民
の
分
散
絞
態

五
、
移
民
の
影
響

六
、
他
図
へ
の
入
移
民
と
の
闘
係

七
、
移
民
制
限
論

八
、
移
民
政
策
の
碍
建

九
、
ア
メ
り
カ
化
の
方
法

は

L 

:;6， 

き

現
在
満
例
園
は
非
常
友
勢
を
も
っ
て
移
民
を
吸
牧
し
つ
L

あ
る
。
満
洲
園
が
之
等
の
入
移
民
を
如
何
に
取
扱
ふ
か
と
一
五
ふ
と
と
は

満
洲
園
に
と
っ
て
の
み
な
ら
や
、
日
本
に
と
っ
て
も
重
大
友
関
心
事
で
あ
る
。
然
る
に
現
在
の
満
洲
閣
の
入
移
民
問
題
と
ア
ナ
ロ
ジ

カ
ル
な
経
験
を
過
去
に
於
い
て
も
っ
た
の
は
北
米
合
衆
闘
で
る
る
。
と
の
意
味
で
ア
メ
リ
カ
の
経
験
は
満
洲
闘
の
移
民
政
策
に
と
っ

て
極
め
て
役
立
つ
も
の
を
も
っ
て
居
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
抑
々
ア
メ
リ
カ
の
移
民
最
盛
期
は
共
表
に
示
す
如
く
一
九

O
一
l
一
O
年

で
あ
っ
て
、
之
れ
は
ア
メ
リ
カ
産
業
の
最
盛
期
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
満
洲
園
の
移
民
が
盛
ん
に
友
っ
た
の
は
一
九
二

O

年
以
後
で
あ
っ
て
、
之
れ
も
浦
洲
園
産
業
の
護
展
と
歩
調
を
一
に
し
て
居
る
。
従
っ
て
私
は
本
論
稿
で
は
主
と
し
て
本
世
紀
初
頭
の

北
米
合
衆
闘
の
入
移
民
競
び
に
入
移
民
政
策

一
八
五



北
米
合
衆
閣
の
入
移
民
蛇
び
に
入
移
民
政
策

一
八
六

事
賞
を
針
象
と
し
て
翻
察
し
よ
う
と
忠
ふ
。
然
し
本
稿
は
も
と
よ
り
資
料
の
矯
め
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ヰ
ー
に
過
ぎ
ね
乙
と
を
断
っ
て
置

か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
他
系
民
族
た
る
ア
ジ
ア
よ
り
の
移
民
に
つ
い
て
も
記
述
を
割
愛
し
た
。

メL
n 

衆

期

間

移

民

一
八
苫
ー
さ

一ハ旦マ
L回
〔

)

一八四一ーさ

一八旦一ーーさ

数
一
比

一昌一、八一一回一

旦九九、一}豆一

一、晶一塁、=一三一

=、一品九八、一一一回一 闘

移

一
八
二

O
i
一
九
一
ニ

O

入

民

率

一

期

間

一

移

単一一一一一呂一

敏
一
比

=、一一品一回、八一一旦

一一、八一一一、一九一一

旦、一高六、六一草一

三、内八品、一平円四一

民

。四-iO穴

ムム入品|穣
」昌主且 C再--三一l一一一

合"""'-"二|期
=ユ"で‘ Cコ
一一一

I I I 
"'-"'-"'" 
計 00<:) 閑

移

数
一
比

八、七九五、墨田八六一

出品、品芸品、八一一一

一一、回
O

問、八一一一一一-一一

昌穴、
o
z
九、六芸品一

民

-
、
合
衆
国
に
於
け
る
移
民
流
入
史

主幹
=回・旦九
一旦・九一
穴・穴山唱
。0
・。。

合
衆
園
の
院
大
な
領
土
の
開
護
に
よ
っ
て
生
じ
た
大
き
な
経
済
的
機
舎
は
欧
羅
巴
に
於
け
る
宇
ば
政
治
的
な
宇
ば
宗
教
的
な
半
ば

経
済
的
な
原
因
と
結
合
し
て
、
前
世
紀
中
史
上
か
つ
て
見
ざ
る
多
数
の
移
民
の
群
を
事
賃
上
綿
て
の
蹴
洲
諸
閣
か
ら
合
衆
園
へ
と
招

保
し
た
の
で
あ
っ
た
。
最
初
の
移
民
統
計
を
と
っ
た
一
八
二

O
年
と
一
九
一
八
年
と
の
聞
に
三
一
二
、

O
五
八
、
九
七
一
人
の
移
民
が
合

あ
る
。

衆
闘
に
一
時
的
か
又
は
永
住
的
の
棲
家
を
求
め
て
渡
来
し
た
の
で
あ
る
。
而
も
共
の
半
数
は
一
八
九

O
年
以
降
に
渡
来
し
た
も
の
で

一
八
二

O
年
以
前
に
は
合
栄
圏
へ
の
移
民
は
恐
ら
く
は
大
し
た
割
合
に
上
ら
ぬ
様
に
思
は
れ
る
。
否
一
八
四

C
年
迄
は
移
民

即
ち
一
入
三
九
年
の
移
民
数
は
六
入
、

0
0
0
に
過
ぎ
た
く
、
一
八
四
二
年
に
至
っ
て
始
め

教
は
比
較
的
に
少
か
っ
た
の
で
あ
る
。

て
修
氏
教
は
一

O
O
、
0
0
0を
突
破
す
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
四

0
年
代
の
愛
蘭
土
の
弱
鈴
閣
議
飢
鑑
、
及
び
-
八
四
八
年
の
潤
逸
革

命
の
失
敗
の
結
果
欧
洲
か
ら
の
修
民
は
非
常
た
勢
で
増
加
し
始
め
た
。
一
八
五
一
年
乃
至
一
八
六

O
年
の
十
ヶ
年
聞
に
買
に
二
、
五

九
八
、

0
0
0
人
の
移
民
が
米
闘
に
安
住
の
地
を
求
め
て
渡
来
し
た
の
で
あ
る
。
南
北
戦
争
時
代
は
移
民
は
激
減
し
て
七

0
年
代
迄



も
と
の
蹴
態
に
復
輔
し
・
な
か
っ
た
。
一
八
八
一
I
l

一
八
九
O
年
の
十
年
間
は
移
民
数
は
五
、
二
四
六
、

0
0
0人
に
上
っ
た
。
九

0
年

代
に
は
再
び
移
民
教
は
減
退
し
て
三
、
六
八
七
、

0
0
0人
と
な
っ
た
。
之
れ
主
と
し
て
合
衆
聞
に
於
け
る
財
界
不
況
の
結
果
で
あ

る
。
然
し
一
九

O
一
l
一
九
一

O
年
の
十
ヶ
年
は
組
て
の
以
前
の
記
録
を
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
殆
ど
九
、

0
0
0、
0
0

0
に
建
し
た
の
で
る
る
。

従
来
移
民
の
最
盛
期
が
十
年
乃
至
二
十
年
の
間
隔
を
置
い
て
居
る
と
と
は
注
意
す
べ
き
現
象
で
る
る
。
即
ち
一
八
五
四
年
は
移
民

数
回
二
七
、

0
0
0人
を
示
し
た
最
初
の
注
目
す
べ
き
設
盛
年
で
ち
る
が
、
そ
れ
は
一
八
七
三
年
に
至
っ
て
同
五
九
、

0
0
0人
の
記

銭
的
移
民
を
得
る
に
至
っ
て
凌
駕
さ
れ
て
居
る
。

一
八
八
二
年
は
弐
の
最
盛
年
で
七
八
八
、

0
0
0人
の
移
民
が
流
入
し
て
居
る
。

而
し
て
一
九

O
三
年
は
八
五
七
、

0
0
0
人
で
共
の
次
の
最
盛
年
を
銭
し
て
居
る
。

教
は
増
加
の
一
誌
を
辿
っ
て
居
る
。
か
L
る
移
民
教
の
費
動
は
米
園
の
経
済
的
景
況
に
照
臆
す
る
も
の
で
る
っ
て
、
コ
ン
モ
ン
ス
教

授

HMg向
g
g
吋。。
g
g吉
田
の
一
五
ふ
如
く
殆
ど
職
人
の
費
動
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
の
事
は
現
代
の
移
民
が
極
立
。
て
経
済

然
し
一
九

O
三
年
以
降
一
九

O
七
年
迄
は
移
民

的
性
質
を
も
っ
と
と
を
極
め
て
端
的
に
示
し
て
居
る
。

一
九

O
六
及
び
一
九

O
七
年
に
は
合
衆
閣
の
濁
立
宣
言
営
時
の
組
人
口
を
凌
駕
す
る
教
の
移
民
が
合
衆
園
に

流
入
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
一
九

O
五
年
は
一
、

O
二
七
、

0
0
0人
、
一
九

O
六
年
は
一
、
一

0
0、
0
0
0人、

質
に
、

一
九

O
五、

一
九

O
七
年
に
は

一
、
二
八
五
、

0
0
0人
と
友
っ
て
居
る
。
恭
し
盛
期
年
度
の
移
民
統
計
か
ら
は
約
二
五
%
を
控
除
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
約
二
五

%
は
本
閣
に
蹄
還
す
る
者
の
教
で
あ
っ
て
、
そ
の
残
数
が
正
味
の
残
留
移
民
と
見
る
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
経
情
不
況
並
び
に

公
共
災
害
の
年
度
に
は
そ
の
控
除
比
率
は
も
っ
と
大
き
く
友
ら
ね
ば
な
ら
向
。
世
界
大
載
の
四
年
間
は
合
衆
関
か
ら
の
流
出
民
と
流

入
民
と
の
教
は
殆
ど
相
均
し
い
も
の
で
る
っ
た
。

-
移
民
委
員

C
C
B
B
富
山
O

ロ
2
0『
同

B
B
M同
『
h

伊
丹
円
。
ロ
の
報
告
に
よ
れ
ば
一
九
O
四
|
一
九
一
四
年
の
十
ヶ
年
間
に
合
衆
闘
に
移
住
を
許
可
さ
れ

た
外
園
移
民
の
数
は
一

o、
二
一
二
、
0
0
0
人
に
し
て
、
一
ヶ
年
平
均
一
、

o
二一、
0
0
0
人
に
賞
る
。
一
九
一
四
年
は
一
、
一
二
八
、
四
八
O

人
で
あ
っ
た
。
本
章
に
於
て
は
従
来
の
移
民
最
盛
年
一
九
O
七
年
を
論
速
の
封
縁
と
し
た
。

北
米
合
衆
闘
の
入
移
民
総
び
に
入
移
民
政
策

一
八
七



北
米
合
衆
闘
の
入
移
民
魁
び
に
入
移
民
政
策

一
八
八

一
八
九

C
年
以
前
は
流
入
移
民
の
殆
ど
線
て
が
北
欧
諸
国
か
ら
の
移
民
で
る
っ
た
。
即
ち
殆
ど
九

O
d
m迄
は
チ
ユ

1
ト
ン
及
び
ケ

ル
ト
系
諸
閣
か
ら
来
た
も
の
で
、
従
っ
て
初
期
の
移
住
者
と
殆
ど
同
一
血
放
の
も
の
で
あ
る
と
云
は
れ
て
居
る
。
然
し
一
八
九

O
年

以
降
は
移
民
の
性
質
が
吋
鈍
化
し
た
。
即
ち
共
の
年
度
以
降
は
殆
ど
移
民
の
七
O
U
W
は
、
露
西
亜
・
填
太
利
・
旬
牙
利
・
伊
太
利
及
び
希

臓
の
如
き
チ
ユ
ト
ン
系
に
非
ざ
る
諸
園
か
ら
来
て
居
る
の
で
る
る
e

米
園
へ
の
愛
蘭
土
移
民
の
最
盛
期
は
四
十
年
代
五
十
年
代
で
あ

ヲ
た
。
摘
通
移
民
の
最
盛
期
は
五
十
年
代
と
七
十
年
代
で
あ
る
。
英
吉
利
移
民
は
七
十
年
代
と
八
十
年
代
で
あ
る
。
然
し
伊
太
利
移

民
の
最
盛
期
は
米
だ
何
十
年
代
と
一
再
ふ
て
十
年
期
間
単
位
で
る
げ
る
と
と
は
出
来
な
い
。
米
閤
へ
の
伊
太
利
移
民
が
一

0
0、
0
0
0

を
突
起
し
た
の
は
一
九

O
O年
が
漸
く
最
初
で
あ
る
。
而
し
て
一
九

O
七
年
に
二
八
五
、

0
0
0入、

一
九
一
四
年
に
は
二
八
三
、

0

0
0人
が
伊
太
利
移
民
で
あ
っ
た
。
之
等
の
教
は
一
ヶ
年
に
於
け
る
欧
訓
何
れ
の
一
因
よ
り
の
移
民
教
を
も
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
る
。

尤
も
填
太
利

l
旬
牙
利
若
く
は
露
西
彊
が
米
閣
に
む
け
て
選
出
す
る
各
種
園
籍
の
移
民
を
一
園
民
に
一
括
し
て
計
算
す
れ
ば
別
で
あ

る
。
填
太
利
!
旬
牙
利
か
ら
の
移
民
も
亦
一
九

O
O年
に
始
め
て
一

0
0、
0
0
0代
を
超
過
し
た
の
で
る
る
が
、
一
九

O
五
年
に

は
二
七
五
、

0
0
0人、

一
九

O
七
年
に
は
三
三
八
、

0
0
0人
に
建
し
て
居
る
。
露
西
亙
か
ら
の
移
民
は
主
と
し
て
露
系
猶
太
人
及

一
八
九
二
年
一
二
二
、

0
0
0人
の
流
入
者
を
見
せ
て
以

ぴ
波
蘭
土
人
で
あ
る
が
、
今
波
蘭
土
を
露
西
亜
に
含
め
て
計
算
す
れ
ば
、

来
重
要
た
も
の
と
た
っ
て
来
て
居
る
。
而
し
て
其
後
移
民
数
は
一
た
ん
減
退
し
た
が
一
九

O
三
年
に
は
一
三
六
、

0
0
0入、

O
七
年
に
は
二
五
八
、

0
0
0入
、
一
九
一
一
一
一
年
に
は
二
九
一
、

0
0
0人
と
友
っ
て
居
る
。

九

=
、
「
醤
」
移
民
と
「
新
」
移
民

以
上
の
統
計
は
米
閣
が
移
民
を
受
け
て
居
る
共
の
給
源
の
費
化
を
示
す
矯
め
に
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
の
事
は
一
八
九

O

年
以
前
の
代
表
的
な
年
度
と
そ
れ
以
降
の
代
表
的
汝
年
度
と
を
比
較
封
照
す
れ
ば
一
居
判
然
と
し
て
来
る
白
で
あ
る
。
一
八
八
二
年

は
一
八
九

O
年
以
前
に
於
け
る
米
闘
へ
の
移
民
の
最
盛
年
で
あ
る
。
即
ち
営
該
年
に
於
て
米
闘
に
七
八
八
、

0
0
0人
の
移
民
を
見



た
の
で
あ
る
。
而
し
て
弐
に
掲
ぐ
る
表
が
示
す
如
く
、
移
民
の
殆
ど
線
て
が
北
欧
諸
岡
か
ら
来
て
居
る
の
で
る
る
。
問
今
世
紀
前
の

所
謂
「
奮
」
移
民
と
現
代
の
「
新
」
移
民
と
を
比
較
封
照
す
る
矯
め
一
八
八
二
年
と
一
九

O
七
年
と
を
比
較
し
て
見
ょ
う
。
一
九
O

七
年
は
合
衆
閤
移
民
流
入
史
上
の
最
盛
年
で
あ
っ
て
、
賓
に
同
年
度
に
於
け
る
入
移
民
組
教
は
一
、
二
八
五
、

0
0
0人
に
謹
し
た
の

で
あ
る
。

入

移

民

一
八
八
二
年

和ス繍英
西蘭カ 図
欧陀ン 主主、ヂ

羅働ナ 愛

蘭ピ 蘭
巴西ヤ主主土
計 、

瑞 -・..・.
西
、 .・.

主主
イ也

ーユ ーーー
=ユ CヨヨコL ヨCコヨL 4，t3 a 
-e 、 、 少aコて、 、
，ヨノ恒ヘヨ己 三三 ニ官ユヨ

フ~ 0 .=:: 

-e 一一世一{ 
一 一一一 一一一 一 一一
古 玉毘. =.= -・H ノ・'-%

其 露塊伊
南太
イ也及西利
東豆、太

諮欧其勾
羅牙
図巴他利利
(1) 計

-・ ニゐ 三一一三
=ユ、 9旬、、
Cコーー-
ーEーコ ヨE自コ己 主タ昆b 

占エョ主毛主二%

川

W

「
其
他
諸
岡
」
の
中
九
八
、
二
九
五
人
は
英
領
北
頭
米
利
加
よ
り
の
移
民
で
会
鐙
の
二
了
四
%
を
占
め
て
居
る
。
之
れ
を
西
欧
羅
巴
よ
り
の
移

民
の
七
了
=
一
%
に
加
へ
る
と
、
一
八
八
二
年
に
於
け
る
西
欧
羅
巴
系
の
移
民
は
総
計
八
一
ユ
・
七
%
と
な
る
。

入

移

民

一
九

O
七
年

和濁ス英
西蘭 カ閥

欧陀、 ン 立主
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北
米
合
衆
閣
の
入
移
民
蛇
ぴ
に
入
移
民
政
策

一
八
九



北
米
合
衆
閣
の
入
移
民
蛇
び
に
入
移
民
政
策

一
九

O

一
八
八
二
年
に
は
七
了
一
二
必
の
移
民
は
西
欧
羅
巴
の
諸
園
よ
り
流
入
し
、
健
か
一

0
・
五
%
が
市
及
東
敵
羅
巴
諸
園
か
ら
来
て
居

る
事
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
一
九

O
七
年
に
は
と
の
献
態
は
殆
ど
逆
輔
押
し
て
居
る
。
英
園
及
び
愛
蘭
土
、
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ピ

白
耳
義
、
及
び
瑞
西
J
|
|
之
等
は
一
八
八
二
年
の
我
が
入
移
民
の
七
了
三
%
を
供
給
し
た
園
々
で
あ
る
が

ァ
、
調
逸
、
和
蘭
陀
、

1

1

一
九

O
七
年
に
は
一
七
・
七
%
乞
供
給
し
て
賠
る
に
過
ぎ
な
い
。

然
る
に
喚
太
利

l
旬
牙
利
、

伊
太
利
、
露
西
豆
、
希
服
、
セ

ル
ピ
ア
、
ル

l
マ
=
ァ
、

賦
羅
巴
土
耳
古
|
|
之
等
は
一
八
八
二
年
に
は
僅
か
一

0
・五
dw
の
移
民
を
供
給
し
た
に
過
ぎ
ね
囲
々
で

米
閣
の
入
移
民
の
供
源
が
斯
く
の
如
く
綿
鈍
化
し
た
事

る
る
が
|
|
一
九

O
七
年
に
は
移
民
全
盟
の
七
五
・
五
%
を
供
給
し
て
居
る
。

賓
と
そ
は
、
現
代
の
ム
口
栄
圏
入
移
民
問
題
を
考
慮
す
る
に
首
っ
て
極
め
て
重
繭
す
べ
き
事
項
で
る
る
。

=
一
、
入
移
民
の
地
理
的
分
散
扶
態

若
し
入
移
民
が
合
衆
園
内
に
平
均
的
に
分
散
し
て
行
く
・
な
ら
ば
、
入
移
民
問
題
は
現
在
の
そ
れ
と
は
全
く
具
る
様
相
を
呈
し
た
で

あ
ら
う
。
探
し
事
費
は
と
の
反
封
で
あ
っ
て
、
移
民
は
若
干
の
州
或
は
地
方
に
集
結
し
て
行
き
、
移
民
が
会
聞
に
平
均
的
に
分
散
し

て
行
く
設
跡
は
殆
ど
な
い
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
」
九

O
七
年
の
移
民
委
員
己
5
C
E邑
田
閉
山
富
市
『
色
岡
目
白
山
胃

g
g
の
報
告
に
よ
れ

ば
、
同
年
流
入
し
た
て
二
八
五
、

0
0
0
0
移
民
の
中
六
五
%
は
北
部
太
西
洋
岸
諸
州
に
往
位
し
、
六
%
が
西
部
諸
州
、
四
・
五
%
が

南
部
諸
州
に
佐
佐
し
た
の
で
あ
る
。
若
し
之
等
の
敢
値
が
全
く
信
湿
す
べ
き
も
の
と
す
れ
ば
、
米
閣
の
最
近
の
移
民
は
北
部
太
西
洋

セ

シ

妙

丸

山
序
諸
州
及
び
中
部
の
諸
州
に
集
結
し
て
居
る
と
と
を
示
し
て
居
る
。
閤
勢
調
廷
は
移
民
委
員
の
と
の
統
計
を
裏
書
し
て
居
る
が
'
如
く

で
あ
る
。
即
ち
一
九
一

O
年
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
合
衆
国
内
に
於
け
る
外
岡
生
れ
の
白
人
は
一
三
、
一
一
一
同
五
、

0
0
0人
、
全
人

口

の

一

四

・

五

%

と

な

っ

て

居

る

が

、

即

ち

北

部

大

西

洋

岸
の
諸
州
及
び
中
央
部
で
も
北
方
の
諸
州
に
限
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
一
九
一

O
年
に
は
南
方
諸
州
ハ
南
部
大
西
洋
岸
諸
州
及
び

中
央
部
で
は
南
方
の
諸
州
〉
で
は
外
閤
生
れ
の
白
人
は
全
閣
の
五
・
四
%
を
占
む
る
に
過
ぎ
な
い
。
斯
く
の
如
く
南
方
に
は
米
国
の

之
等
の
外
閥
生
れ
の
白
人
は
殆

E
全
然
北
方
の
諸
州
に
限
ら
れ
て
居
る
。



入
移
民
が
ご
く
僚
か
し
か
定
着
し
な
い
理
由
は
恐
ら
く
は
、
南
方
の
低
廉
友
黒
人
勢
働
と
の
競
争
が
あ
る
矯
め
と
、
南
方
は
尚
ほ
主

に
農
業
的
で
あ
っ
て
移
民
の
大
多
数
が
求
め
る
工
業
方
面
の
働
口
が
少
い
と
と
に
よ
る
も
の
と
息
は
れ
る
。
一
九
一

O
年
に
は
北
部

大
西
洋
岸
D
諸
州
で
は
人
口
の
四
分
ノ
一
以
上
が
外
園
生
れ
で
あ
り
、
太
平
洋
岸
の
諸
州
で
は
二

0
・
五
%
が
外
間
生
れ
で
あ
っ
た
0

・
次
の
統
計
は
代
表
的
な
諸
州
に
於
け
る
外
園
生
れ
の
白
人
の
割
合
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

即
ち
ロ

1
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
三
二
・
八
%
、

マ
サ
チ
ユ
セ
ツ
コ
二
・
二
%
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
二
九
・
九
dw
、
コ
ン
ネ
ク
テ
カ
ッ
ト
二
九
・
五
%
、
ノ

1
ス
グ
コ
タ
二
七
・
一
%
、
ミ
ネ

ソ
タ
二
六
・
二
dm
、-一ユ

l
ヂ
ヤ

l
シ
l
二
五
・
九
%
、
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
一
一
一
一
%
、
ヵ
ル
フ
オ
ル
エ
ア
一
二
・
八
%
、
イ
リ
ノ
イ
ズ
二

了
一
二
%
、
メ
リ

i
ラ
ン
ド
八

μ
、
ミ
グ
リ
七

μ、
イ
ン
デ
イ
ア
ナ
五
・
九
%
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
イ

0
・
五
%
、
ノ

l
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ

0
・三

%
で
あ
る
。
然
し
枇
舎
に
及
ぼ
す
外
間
生
れ
の
者
の
影
響
は
、
外
闘
生
れ
の
者
の
数
の
み
を
考
察
す
る
よ
り
も
、
外
関
系
の
者
即
ち

外
間
生
れ
の
者
と
其
の
子
供
の
数
を
調
べ
た
方
が
恐
ら
く
は
一
方
よ
く
八
万
る
で
あ
ら
う
。
多
く
の
州
で
は
人
口
の
宇
ば
以
上
が
外
閥

系
の
者
で
あ
る
。
即
ち
一
九
一

O
年
に
は
ミ
ネ
ソ
タ
で
は
人
口
の
七
了
五
%
は
外
閥
系
の
者
で
あ
っ
た
。
ノ
l
ス
、
グ
コ
タ
は
七

0
・六

%
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
六
八
・
七
%
、
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
で
は
六
六
・
八
%
、
マ
サ
チ
ユ
セ
ツ
は
六
六
%
、
コ
ン
、
不
ク
テ
カ
ッ
ト
六

ユユ

l
ヂ
ヤ

1
シ
1
五
六
二
ハ
，
%
、
ミ
シ
ガ
ン
五
五
・
五
%
、
イ
リ
ノ
イ
五
一
・
九
%
で
あ
る
。

三
・
一
%
、

一ユ

l
ヨ
1
ク
六
一
一
一
%
、

又
モ
ン
タ
ナ
、
ュ
タ
1
、
カ
ル
フ
オ
ル
ユ
ア
で
も
人
口
の
字
数
以
上
は
外
閥
系
の
者
で
る
っ
た
。

一
九
一
八
)
年
に
於
け
る
合
衆
閥
会
部

の
外
周
系
人
口
の
割
合
は
三
五
%
で
、
穂
人
口
九
二
、

0
0
0
、
0
0
0
の
中
三
二
、
二
四
一
一
一
、

0
0
0が
外
間
生
れ
の
者
で
あ
っ
た
。

叉
米
園
の
多
く
の
大
都
舎
で
も
外
国
生
れ
の
者
及
び
共
の
子
供
の
人
口
比
穆
は
極
め
て
高
い
。

舎
白
外
園
生
れ
の
者
の
割
合
を
示
せ
ば
・
択
の
如
く
で
あ
る
。

一
九
一

O
年
に
於
け
る
若
干
の
大
都
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北
米
合
衆
闘
の
入
移
民
蛇
び
に
入
移
民
政
策

九

又
以
上
諸
都
市
に
於
け
る
外
園
系
人
口
の
割
合
は
弐
の
如
く
で
あ
る
。

セ 7 シ=

ンイカユ

トラゴ 1
2レデ ョ
イ ノレ 1 

^ 7 !I 
イ

ヤ

実主主夫
人主主ム同

ピパクポ
ツノレレス

ツチプト
ノマモラン

I アン
クド

ヂ<Ë~ 3'L
ミユヨヨ "" J2:司
-・1=ム五三ご
サデ
ント

アロ

ライ

ント
乙〆

ス

コ

以
上
の
数
字
は
米
岡
入
移
民
が
一
定
の
州
及
び
大
都
舎
に
集
結
す
る
傾
向
の
あ
る
と
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
外
閤
生
れ
の
者
の

四
分
ノ
三
は
都
舎
に
住
ん
で
居
る
。
一
九
一

O
年
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
人
口
の
一
九
dw
だ
け
が
土
着
の
白
人
で

外
岡
系
白
人
の
中
入
六
一
、
九
八

O
人
は
猫
太
入
、
八
同
一
、
八
八
九
人
は
濁
逸
人
、

五
四
九
、
四
四
四
人
は
伊
太
利
人
で

あ
っ
て
、

あ
っ
た
。

闘
籍
別
に
見
れ
ば
、
比
較
的
平
均
に
全
閣
に
分
散
し
て
ゐ
る
の
は
一
関
民
だ
け
で
、
そ
れ
は
英
園
人
で
あ
る
。
他
の
閣
民
は
総
て
そ

れ
ぞ
れ
特
別
の
定
着
地
帯
を
も
っ
て
居
る
。
即
ち
愛
蘭
土
人
は
主
と
し
て
北
部
大
西
洋
岸
諸
州
に
定
着
し
、
調
逸
人
は
ニ
ケ
所
に
定

着
地
帯
を
も
っ
て
居
る
。
一
つ
は
=
ュ

l
ヨ
l
ク
及
び
ペ
ン
シ
ル
パ
ェ
ア
の
地
帯
で
、
他
は
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
及
び
イ
リ
ノ
イ
方
面
で

あ
る
。
而
し
て
又
ミ
シ
ガ
ン
、
ア
イ
オ
ヮ
、
ミ
グ

1
リ
に
も
多
数
白
鶴
港
人
が
定
着
し
て
居
る
。
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ピ
ア
人
は
主
と
し
て

北
西
の
諸
州
、
就
中
ミ
ネ
ソ
タ
、
ノ

1
ス
ダ
コ
夕
、
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
に
集
中
し
て
居
る
。
即
ち
以
上
諸
州
の
外
閤
系
人
口
は
多
く
ス

カ
ン
ヂ
ナ
ピ
ヤ
移
民
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
然
し
以
上
。
諸
園
民
は
何
れ
も
米
閣
と
非
常
に
類
似
し
た
枇
舎
的
政
治
的
友
水
準
と
観

念
を
持
っ
て
居
る
故
に
、
容
易
に
米
国
民
と
同
化
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
南
殴
及
び
東
臥
よ
り
最
近
し
き
り
に
渡
航
す
る
移
民
は
し

か
く
容
易
に
同
化
し
友
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
等
移
民
は
自
ら
別
個
の
祉
舎
を
矯
し
て
集
結
し
て
居
る
と
と
は
ま
ず
/
¥
同
化
問

題
を
困
難
な
ら
し
め
て
居
る
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
友
い
。
一
九
一

O
年
の
合
衆
閣
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
伊
太
利
生
れ
の

人
口
一
、
三
四
三
、

0
0
0人
中
九
九
七
、

0
0
0人
即
ち
川
分
の
三
は
=
ュ

l
ヨ
1
ク
、
ペ
ン
シ
ル
パ
=
ァ
、

一ユ

l
ジ
ャ

1
シ
l

、



コ
ン
ネ
ク
テ
カ
ッ
ト
、
及
び
イ
リ
ノ
イ
ズ
に
集
結
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
叉
填
太
利
!
旬
牙
利
生
れ
の
人
口
一
、
六

七
O
、
0
0
0人
中
一
、
二
二

O
、
0
0
0人
即
ち
四
分
の
三
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ペ
ン
シ
ル
パ
ェ
ァ
、
ニ
ュ

1
ジ
ャ

l
シ
l
、
イ
リ
ノ

イ
ズ
、
オ
ハ
イ
オ
及
び
マ
サ
チ
ユ
セ
ツ
に
集
っ
て
居
り
、
露
西
恩
生
れ
の
者
一
、
六

O
二、

0
0
0人
中
、

マ
サ
チ
ユ
セ
ッ
、

一
、
二
六

O
、
0
0
0人
即

ち
四
分
の
三
以
上
の
者
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ペ
ン
シ
ル
パ
=
ァ
、

マ
サ
チ
セ
ッ
、

=
ュ
l
ヂ
ヤ

l
シ
、
及
び
イ
り
ノ
イ
ズ

O
住
民
で

あ
る
。
以
上
の
統
計
は
移
民
委
員
に
よ
る
行
先
地
別
統
計
と
よ
く
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
標
準
年
一
九

O
七
年
の
行
先
地
別

統
計
は
吹
の
如
き
結
果
を
示
し
て
ゐ
る
。
同
年
米
閣
に
渡
航
せ
る
伊
語
圏
移
民
は
二
九
四
、

0
0
0人
で
あ
っ
た
が
、
そ
D
中
一
一
一

O
、

0
0
0人
は
=
ュ
l
ヨ

1
ク
州
に
、
五
一
ニ
、

0
0
0人
は
ペ
ン
シ
ル
パ
=
ア
に
、
一
九
、

0
0
0人
は
マ
サ
チ
ユ
セ
ツ
に
、

一
七
、

0
0

O
人
は
ニ
ヱ

1
ヂ
ヤ

l
シ
ー
に
定
着
し
た
の
で
あ
る
。
叉
一
九

O
七
年
流
入
の
波
蘭
人
一
一
一
一
八
、

0
0
0人
中
三
三
、

0
0
0人
は
ぺ

ン
シ
ル
バ
-
一
ア
に
、

一一二、

0
0
0人
は
-
一
ユ

1
ヨ
1
ク
に
、

一
二
、

0
0
0人
は
-
一
品
l
ヂ
ヤ

l
シ
ー
に
、

一
七
、

0
0
0は
イ

p

ノ
イ
ズ
に
趨
い
た
の
で
る
る
。
以
上
回
州
は
ス
一
プ
プ
人
の
絶
好
C
定
農
地
で
②
る
様
に
思
は
れ
る
。

一
九

O
七
年
渡
来
の
へ
プ
ラ
イ

人
は
一
四
九
、

0
0
0人
で
あ
っ
た
が
、
九
一
二
、

0
0
0人
は
=
ュ

1
ヨ
l
ク
州
に
、
一
五
、

0
0
0人
は
ペ
ン
シ
ル
パ
エ
ア
に
、
九
、

0
0
0人
は
マ
サ
チ
ユ
セ
ツ
に
定
着
し
た
。
即
ち
以
上
三
州
は
最
近
の
猫
太
人
移
民
の
絶
好
の
定
着
地
で
あ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
数
字
か
ら
、
長
近
の
移
民
の
集
結
依
態
は
重
大
問
題
で
あ
る
と
と
が
分
る
白
で
あ
る
。
而
し
で
か
L

る
集
結
欣
態
を
放
置

し
て
、
米
関
民
と
は
枇
合
的
惇
統
や
親
念
の
異
る
之
等
の
新
移
民
hz
ア
メ
リ
カ
の
型
に
同
化
し
得
る
か
は
疑
問
で
る
る
。
あ
る
論
者

は
米
閣
に
於
て
は
何
等
由
々
し
き
移
民
の
集
結
扶
態
は
た
く
、
移
民
は
普
通
D
経
済
的
影
響
の
作
用
を
受
け
て
共
の
賊
労
働
力
を
最
も

需
要
す
る
底
に
自
づ
と
分
散
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
移
民
が
一
定
の
枇
舎
に
集
結
す
る
と
と
に
拘
泥
す
る
と
と
は
・
な
い
と

考
へ
て
居
る
。
然
し
経
済
法
則
若
く
は
経
済
力
が
米
闘
の
移
民
の
分
散
を
充
分
に
調
節
す
る
も
白
で
る
る
と
云
ふ
と
の
見
解
は
、
日

常
の
観
察
や
経
験
か
ら
得
た
事
費
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

北
米
合
衆
国
の
入
移
民
並
び
に
入
移
民
政
策

一
九
三



北
米
合
衆
闘
の
入
移
民
蛇
び
に
入
移
民
政
策

一
九
四

回
、
各
産
業
へ
の
移
民
の
分
散
扶
態

米
園
に
於
け
る
不
熟
練
勢
働
者
の
割
合
は
年
に
よ
り
叉
闇
籍
に
よ
り
非
常
に
異
る
け
れ
ど
も
、
最
近
の
流
入
移
民
の
五
分
の
四
は

不
熱
紙
勢
働
者
と
見
て
差
支
た
き
も
の
で
る
る
。
移
民
委
員
の
調
査
に
よ
れ
ば
一
九

O
七
年
に
於
け
る
移
民
総
数
一
、
二
八
五
、

0
0

0
人
の
中
健
か
一
二
、
六

O
O人
が
専
門
職
業
階
故
に
麗
し
、
一
九

O
、
0
0
0人
即
ち
約
一
五
，
%
が
総
て
の
職
業
を
含
め
て
所
謂
熱

練
附
労
働
者
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
七
六

O
、
0
0
0人
は
農
業
努
働
者
及
び
日
雇
勢
働
者
を
含
め
て
所
謂
不
熟
練
努
働

者
で
る
っ
た
。

而
し
て
婦
女
子
を
含
め
て
無
職
業
の
者
一
二

O
回、

0
0
0人
と
な
っ
て
居
る
。
と
の
事
を
人
種
別
に
観
察
す
れ
ば
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
は
一
一
暦
顕
著
に
な
る
。
即
ち
、
一
九

O
七
年
に
於
け
る
南
部
伊
太
利
人
の
移
民
は
二
四
二
、

0
0
0人
で
あ
っ
た
が
、

共
の
中
僅
か
七

O
一
人
が
専
門
職
業
を
有
す
る
者
で
る
り
、
一
二
ハ
、

0
0
0人
即
ち
一
一
%
が
熟
練
持
働
者
で
る
っ
た
。
然
る
に
不

熟
練
努
働
者
の
教
は
一
六
一
、

0
0
0人
即
ち
六
六
%
に
及
ん
で
居
る
。
又
一
九

O
七
年
渡
来
の
波
蘭
土
人
一
三
八
、

0
0
0人
の
中

健
か
二
七
三
人
が
専
門
職
業
出
様
で
あ
り
、

λ
0
0
0人
即
ち
六
dm
が
熟
練
附
労
働
者
で
、
一

O
七、

0
0
0人
即
ち
七
七
%
が
不
熟
練

附
労
働
者
で
あ
っ
た
。
然
し
へ
プ
ラ
イ
人
の
場
合
に
は
熟
練
勢
働
者
及
び
専
門
職
業
家
の
割
合
は
づ
L
と
高
く
た
っ
て
居
る
。
無
制
限

移
民
政
策
に
加
推
す
る
論
者
は
、
米
閣
は
現
在
大
量
の
不
熟
練
帥
労
働
者
の
供
給
を
必
要
と
す
る
と
と
を
論
撲
と
し
、
従
っ
て
叉
移
民

の
多
く
が
所
謂
不
熟
練
州
労
働
者
で
る
る
と
云
ふ
と
と
は
反
封
の
必
要
が
友
い
も
の
と
し
て
居
る
。

セ

ν
ザ

ス

一
九
一

O
年
の
園
勢
調
夜
に
よ
れ
ば
、
外
園
生
れ
の
者
の
職
業
聞
の
分
配
は
茜
だ
不
平
均
で
あ
る
。
即
ち
、
外
岡
生
れ
の
者
は
人

口
の
約
七
分
の
一
を
占
め
る
の
で
あ
る
が
、
製
造
工
業
に
従
事
す
る
者
の
三
分
の
一
以
上
は
外
園
生
れ
で
あ
り
、
家
事
使
用
人
の
問

分
の
一
は
又
外
園
生
れ
の
者
で
あ
っ
た
。
然
る
に
農
業
に
従
事
す
る
者
の
僅
か
十
分
の
一
が
外
園
生
れ
と
一
五
ふ
と
と
に
・
な
っ
て
居
る
。

二
つ
の
政
府
委
員
舎
は
外
閤
生
れ
の
者
が
米
園
基
礎
産
業
に
於
け
る
賊
労
働
力
の
約
牛
分
を
占
め
て
居
る
と
と
を
報
告
し
て
居
る
。
之

等
の
基
礎
産
業
と
そ
低
廉
な
る
持
働
を
最
も
需
要
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
不
熟
練
外
国
崎
労
働
者
が
多
数
存
在
し
て
居
た
が
矯



め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
資
本
家
連
は
、
職
時
の
需
要
増
加
に
賞
っ
て
よ
く
議
期
以
上
に
急
速
に
共
の
産
業
を
護
展
せ
し
む
る
と
と
を
得

た
の
で
る
る
。
然
し
友
が
ら
と
の
事
は
同
時
に
ア
メ
リ
カ
生
れ
の
勢
働
者
に
取
っ
て
は
打
撃
と
友
っ
た
。
即
ち
移
民
が
多
く
流
入
す

る
職
業
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
生
れ
の
勢
働
者
は
排
除
さ
れ
る
傾
向
を
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

豆
、
移
民
の
奥
へ
た
其
他
二
三
の
註
曾
的
影
響

(1) 

移
民
が
米
闘
の
性
別
人
口
構
成
に
輿
ふ
る
影
響
は
疑
も
た
く
大
き
た
も
の
が
あ
る
二
九

O
七
年
に
於
け
る
移
民
総
数
一
、
二

八
五
、
コ
一
四
九
人
の
中
九
二
九
、
九
七
六
人
が
男
で
、

三
五
五
、
三
七
三
人
が
女
で
あ
っ
た
。

長
年
の
間
合
衆
国
へ
流
入
す
る
移
民
の

約
三
分
の
こ
は
男
で
あ
っ
た
。
と
の
事
は
合
衆
閤
の
性
別
人
口
構
成
に
甚
大
左
影
響
を
興
へ
、
約
二
、
七

0
0、
0
0
0人
の
男
性
人

口
超
過
の
現
象
を
招
保
し
た
の
で
あ
る
。
性
別
人
口
構
成
の
不
均
衡
が
如
何
な
る
枇
合
的
影
響
を
興
へ
る
か
を
と
h

に
述
J

べ
る
と
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
枇
舎
に
於
け
る
男
女
の
教
的
均
衡
の
重
要
性
に
鑑
る
と
き
は
、
そ
れ
が
由
k

し
き
問
題
で
あ
り
。
且

つ
喜
ぶ
べ
き
現
象
で
な
い
と
と
は
明
か
で
あ
る
。

次
表
は
一
八

O
O年
以
降
十
年
毎
の
合
衆
閣
の
人
口
増
加
中
移
民
に
由
る
も
の
と
出
生
に
よ
る
も
の
と
の
割
合
を
示
す
も
の

で
お
る
。

(2) 仙
一
之
れ
は
屡
々
引
用
さ
れ
る
表
で
あ
る
が
、
事
貨
を
必
ず
し
も
正
確
に
示
す
も
の
と
は
云
は
れ
な
い
、
如
何
と
な
れ
ば
セ
シ
サ
見
の
年
以
前
の

も
の
は
移
民
の
腸
還
者
及
び
死
亡
者
の
教
が
差
引
い
て
な
い
の
で
あ
る
、
例
へ
ば
一
九
一

O
年
に
終
る
十
ヶ
年
に
於
け
る
合
衆
図
の
貸
際
の
人

キ
の
自
然
靖
加
の
割
合
は
九
・
四
五
%
で
な
く
て
約
十
五
%
で
あ
る
。
然
し
こ
の
表
で
も
移
民
の
檎
加
に
伴
っ
て
出
生
率
が
減
退
し
て
居
る
こ

と
が
ほ
ピ
分
る
の
で
あ
る
。

一
八
四

O
年
迄
は
移
民
の
増
加
は
極
め
て
少
く
殆
ん
ど
目
に
立
た
な
い
。
従
っ
て
そ
D
計
算
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。

北
米
合
衆
闘
の
入
移
民
蛇
び
に
入
移
民
政
策

一
九
五



北
米
合
衆
図
の
入
移
民
魁
び
に
入
移
民
政
策

一
九
六

年
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と
の
表
に
依
れ
ば
、
移
民
が
合
衆
閣
の
総
人
口
を
増
加
せ
し
め
た
と
は
必
歩
し
も
確
言
し
得
友
い
。
何
と
な
れ
ば
、
人
円
の
自
然

増
加
率
の
減
退
が
移
民
の
増
加
を
伴
っ
た
か
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
ウ
オ

I
カ
1
毅
授
可

g
p
a
s吋
E
5
u
p
巧
伊
将
司
『

の
如
き
は
、
総
じ
て
移
民
が
合
衆
閣
の
人
口
を
増
加
ぜ
し
め
た
か
は
疑
は
し
い
と
云
ふ
て
居
る
。
兎
も
角
米
園
の
人
口
は
大
量
の
移

民
が
渡
来
す
る
以
前
に
於
て
も
、
移
民
の
流
入
の
盛
ん
に
友
っ
た
後
年
と
同
巴
様
に
念
速
に
増
加
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て

叉
、
南
北
戦
争
後
は
事
質
上
移
民
の
・
な
か
っ
た
南
部
諸
州
は
北
部
諸
州
と
同
様
に
念
趣
友
人
口
増
加
を
見
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
南

部
諸
州
の
白
人
人
口
増
加
は
移
民
を
受
け
て
居
た
北
部
諸
州
の
そ
れ
と
同
じ
で
る
っ
た
り
で
る
る
。
以
上
二
つ
の
事
賓
は
、
移
民
が

渡
来
せ
ざ
る
場
合
に
は
営
然
木
地
人
口
の
自
然
増
加
に
て
補
給
さ
る
べ
き
人
口
数
を
移
民
が
単
に
置
き
代
っ
た
の
で
は
た
い
か
と
忠

は
せ
る
の
で
あ
る
。

間
米
閣
に
於
て
過
去
五
十
年
以
上
も
の
間
賞
施
せ
ら
れ
た
庶
民
教
育
の
普
及
宜
俸
に
も
か
L

は
ら
や
、
合
衆
閣
に
備
段
相
営
数

の
無
筆
者
が
あ
る
と
一
五
ふ
こ
と
に
は
、
移
民
が
大
い
に
闘
係
を
持
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
一
九
一

O
年
合
衆
園
に
は
十
歳
以
上
の
無

筆
者
が
情
ほ
五
、
五
二
ハ
、

0
0
0入
居
た
の
で
あ
る
。
之
れ
は
十
歳
以
上
の
人
口
の
七
・
七
%
に
営
る
数
字
で
あ
る
。
而
し
て
共
の

中
一
、
五
三
五
、

0
0
0人
は
土
着
の
白
人
で
あ
る
が
、
一
、
六
五

O
、
0
0
0人
は
外
閤
生
れ
の
白
人
で
あ
っ
た
。
合
衆
園
土
着
白
人

の
無
筆
者
は
殆
ど
全
部
南
部
諸
州
に
居
る
の
で
あ
る
が
、
北
部
諸
州
の
無
策
白
人
は
外
園
生
れ
の
者
に
限
ら
れ
て
居
る
。
即
ち
=
ユ



ー
ヨ

l
ク
州
で
は
五
・
五
%
が
無
筆
者
で
あ
る
が
、
土
着
白
人
の
無
筆
者
は
僚
か

0
・
七
%
に
過
ぎ
な
い
の
に
反
し
、
外
園
人
の
一
三
・

七
%
は
読
み
書
き
の
全
然
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
諸
都
市
白
無
筆
者
統
計
も
同
様
の
結
果
を
示
し
て
居
る
。
即
ち
-
一
ユ

l
ヨ
ー

ク
市
で
は
人
口
の
六
・
七
%
が
無
筆
で
あ
る
が
、
土
着
白
人
の
無
筆
者
は
僅
か

0
・
三
%
友
る
に
反
し
、
外
園
生
れ
の
一
三
・
二
%
は

無
筆
者
で
あ
る
。
ボ
ス
ト
ン
で
は
線
人
口
の
四
・
凶
%
が
無
筆
で
あ
る
が
、
土
着
白
人
は
共
人
口
の
僅
か

0
・
で
%
の
無
筆
者
を
有
す

る
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
外
園
生
れ
の
人
口
の
一

odmは
無
筆
で
あ
る
。
一
九

O
七
年
の
移
民
会
部
に
就
い
て
見
れ
ば
、
一
二

O
U
Wが

無
筆
で
あ
っ
た
。
叉
無
筆
者
の
教
は
移
民
の
園
籍
に
よ
っ
て
甚
だ
異
っ
て
居
る
。

と
の
鮪
に
闘
し
て
、
南
獣
、
東
欧
か
ら
の
所
謂
「
新
」
移
民
と
北
蹴
、
西
欧
か
ら
り
「
奮
」
移
民
と
を
比
較
す
る
と
興
味
が
あ
る
。

一
九

O
七
年
に
於
て
、
南
部
伊
太
利
移
民
の
中
無
筆
者
は
五
一
二

μ
、
ル
テ
ア
エ
ア
人
で
は
五
六
%
、
波
蘭
土
人
で
は
四

O
M、
シ
リ

ア
人
で
は
五
問
%
、
露
系
猶
太
人
で
は
二
九
%
と
・
な
っ
て
居
る
。
之
れ
に
反
し
濁
逸
移
民
で
は
僅
か
四
%
、
愛
蘭
土
人
台
は
三
%
、

英
閤
人
で
は
二
dw
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ピ
ア
人
は
一
%
と
た
っ
て
居
る
。
無
筆
は
移
民
に
取
っ
て
経
済
的
に
叉
駐
合
的
に
由
々
し
き
ハ
ン

デ
キ
ャ
ッ
プ
で
る
る
ば
か
り
で
た
く
、
一
粧
品
開
的
同
化
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
。
無
筆
の
結
果
移
民
の
英
語
を
問
中
ぶ
と
と
が
極
め
て
困

難
と
る
り
、
彼
等
の
ア
メ
リ
カ
化

KF53山内自由
N
P
氏
。
ロ
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
英
語
を
話
せ
な
い
米
閣
の
人
口
教
は
無
策
と

密
切
な
闘
係
が
る
る
の
で
る
る
。
一
九
一

O
年
D
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
十
歳
以
上
に
し
て
英
語
を
話
せ
な
い
者
の
教
は
、
合
衆
園

に
於
て
三
、

O
九
一
、

0
0
0人
と
報
告
さ
れ
て
居
る
。
然
し
一
九
一
四
年
以
降
の
多
数
の
入
移
民
の
結
果
、
現
在
は
そ
の
数
は
之
れ

よ
り
多
い
も
の
と
考
へ
る
。

(壬)

犯
罪
と
貧
乏

犯
罪
は
移
住
に
伴
ふ
と
云
は
れ
て
居
る
。
然
し
一
九
一

O
年
迄
の
と
と
ろ
で
は
米
園
の
入
移
民
は
犯
罪
と
さ
し
た
る
正
の
闘
係
を

示
し
て
居
友
い
む
で

b
る
。
一
九
一

O
年
の
特
別
刑
務
所
統
計
に
よ
れ
ば
、
男
の
白
人
犯
罪
者
の
二
六
・
二
%
は
外
闘
生
れ
で
あ
る
。

而
し
て
十
五
歳
以
上
の
白
人
男
子
線
敢
に
封
す
る
外
園
生
れ
の
者
の
割
合
は
二
四
・
五
%
で
あ
る
。

之
れ
は
外
園
生
れ
の
犯
罪
者
の

北
米
合
衆
閣
の
入
移
民
娃
び
に
入
移
民
政
策

一
九
七



北
米
合
衆
闘
の
入
移
民
蛇
び
に
入
移
民
政
策

一
九
八

九割i
-一辺λ

O が
年人
に口
於に
け封
るす
土る
着外
白岡
人生
犯れ

雲2
2話
二コ A、

てよ
J¥ h 

%左
暁し
持て

詰ま
親ミ
万.，. t:J. 
7rν、
闘 r
生主
れを
…ー

き?
あゐ
るで
あ
る

然
し
同
じ
統

に
よ
る
と

然
る
に
外
間
生
れ
の
雨
親
を
持
つ

土
清
白
人
は
全
土
着
白
人
の
二
七
・
六
%
を
占
め
る
に
過
ぎ
友
い
。
従
っ
て
外
園
生
れ
の
者
の
子
供
が
外
岡
生
れ
の
者
自
身
よ
り
も

犯
罪
の
傾
向
が
強
い
様
に
思
は
れ
る
。
と
の
理
由
は
恐
ら
く
は
外
園
生
れ
O
者
の
子
供
は
多
く
大
都
市
、
殊
に
大
都
市
の
貧
民
痛
に

長
や
る
が
潟
め
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。
即
ち
外
闘
生
れ
の
者
の
子
弟
が
犯
罪
を
す
る
と
と
の
多
い
の
は
主
と
し
て
都
市
生
活
の

一然産
O し物
年移で
の烏あ
セのり
ン中口
サで 12
スも ZZ
にあ支
よる孟
れ岡 T
ば籍?
、の y

者デ
は
メ

殊 n
に二

在る
z琴
{質支
向芸
がム
強占
い定
品の
1.主
主曹
モ宮
監殊
替
t乙古を

芳母
空ふ
翁空
人"-'
がよ
そ札ノ
るう
司と

きE
tれ
る
例 の
J、、-
ば毒

九モ

一
九
一

O
年
の
外
園
生
れ
の
殺
人
犯
の
三
六
・
五
%
は
伊
太
利
人
で
る
っ
た
。

然
る
に
一
九

0
0

年
に
は
伊
太
利
人
は
外
閣
生
れ
の
者
の
金
人
口
の
僅
か
九
，
九
%
を
占
め
て
居
た
に
過
ぎ
ゑ
い
。
一
叉
一
九

O
七

l
一
九

O
八
年
エ
ユ

1
ヨ
l
ク
市
で
は
伊
太
利
生
れ
の
者
が
犯
罪
者
の
二
六
・
九
%
を
占
め
た
が
、
一
九
一

O
年
の
伊
太
利
人
の
人
口
乞
見
る
に
岡
市
金

人
口
の
僅
か
七
%
飴
を
占
め
て
居
る
に
過
ぎ
友
い
。

貧
乏
と
扶
助
に
闘
し
て
は
外
園
生
れ
の
者
は
一
居
好
ま
し
か
ら
ね
様
相
を
呈
し
て
居
る
。
一
九

O
四
年
の
貧
窮
者
特
別
統
計
に
よ

れ
ば
、
養
育
院
に
居
る
貧
窮
者
の
中
外
園
生
れ
の
者
の
割
合
は
本
土
生
れ
の
者
む
約
二
倍
に
な
っ
て
居
る
。
叉
一
九

O
七
l
一
九

O

八
年
の
移
民
委
員
の
特
別
調
袈
に
よ
れ
ば
、
慈
善
施
設
の
扶
助
を
受
け
る
者
二
八
八
、
三
九
五
人
の
中
六

O
、
O
二
六
即
ち
約
一
一
一
%

が
外
岡
生
れ
の
者
で
る
っ
た
。
叉
精
榊
病
院
の
入
院
者
一
七
二
二
八
五
人
の
中
五
、

O
七
三
間
即
ち
約
二
九
%
が
外
園
生
れ
の
者
で

b
っ
た
。
一
九

O
七
年

l
一
九

O
八
年
の
外
園
生
れ
D
者
は
組
人
口
の
一
五
%
を
と
え
・
な
い
か
ら
、
慈
善
施
設
扶
助
者
及
び
精
榊
病

院
入
院
者
共
に
外
国
生
れ
の
者
が
比
較
を
絶
し
て
大
き
い
と
と
が
分
る
の
で
あ
る
。
我
閣
に
於
ゆ
る
大
都
市
の
慈
善
協
舎
の
宮
弘
司

。
品
富
山
N
p
a
o出
切
。
弘

S
Z
の
粧
験
は
、
組
じ
て
と
れ
等
の
事
貰
を
確
設
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
ム
口
衆
岡
入
移
民
者
の
大
部
分
が
持

参
金
皆
無
か
又
は
ほ
ん
の
僅
か
の
所
持
金
を
携
帯
し
て
入
閣
す
る
と
と
を
思
へ
ば
、
上
陸
後
日
な
ら
や
し
て
多
く
の
者
は
少
く
と
も



一
時
的
の
扶
助
を
必
要
と
す
る
と
と
は
驚
く
に
足
ら
な
い
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
長
年
の
間
露
西
亜
か
ら
の
移
民
D
携
帯
金
は
-
入
賞

九
弗
乃
至
十
五
弗
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
る
る
。
従
っ
て
、
新
閣
に
於
て
経
済
を
立
て
る
困
難
さ
も
手
侮
っ
て
、

-b
る
者
は
一
時
的

に
あ
る
者
は
長
く
移
民
の
多
く
が
多
か
れ
・
少
な
か
れ
扶
助
を
受
け
る
と
と
に
な
る
の
は
必
然
と
一
五
ふ
べ
き
で
あ
る
。

m
w
ζ

の
貼
に
関
し
て
は
倫
ほ
吋
丘

zrロ
仏
教
授
の

H
E
B日
間

gzoロ
司
司
・
虫
干
1
1
8
4
・
及
び
移
民
委
員
合
吋
Z
H
E
E
K
E丹
古
ロ
内
。
目
白
山
富
山
C
E

の
報
告
参
照
の
こ
と
。六

、
他
国
へ
の
入
移
民
と
の
関
係

他
の
新
園
が
聞
か
れ
る
に
従
っ
て
合
衆
闘
の
移
民
問
題
は
自
ら
解
決
す
る
で
あ
ら
う
し
、
間
も
な
く
猷
洲
か
ら
多
く
の
移
民
が
、

南
米
・
南
阿
・
濠
洲
に
渡
航
し
、
米
閣
は
分
前
以
上
に
移
民
を
受
け
る
危
除
は
・
な
く
な
る
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
む
き
も
あ
っ
た
。
然

し
近
年
に
至
る
迄
、
欧
洲
か
ら
の
移
民
の
読
が
之
等
の
諸
閣
に
分
散
す
る
傾
向
は
殆
ど
否
全
然
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ム
口
衆

園
以
外
で
移
民
を
受
け
る
主
要
闘
は
ブ
ラ
ヂ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
カ
ナ
ダ
及
び
濠
洲
で
あ
る
。
プ
ラ
ヂ
ル
は
一
八
二

O
年
乃
至
一

九
一
五
年
に
総
計
三
、
一
二
六
三
、

0
0
0人
の
移
民
を
入
れ
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
プ
ラ
ヂ
ル
移
民
は
比
較
的
少
い
と
考
へ
ら
れ
る
。

(
一
九
一
三
年
の
プ
ラ
ヂ
ル
移
民
は
一
九
二
、
六
八
四
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
J

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
合
衆
閑
に
つ
い
で
最
も
多
く
D
肱

洲
移
民
を
入
れ
て
居
る
。
即
ち
一
八
五
七
年
乃
至
一
九
一
五
年
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
問
、
七

O
九、

0
0
0人
白
移
民
を
入
れ
て
居
る

一
九
一
三
年
の
移
民
は
一
二

O
二、

0
0
0人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
六

O
%以
上
は
伊
太
利
、
西
班
牙
の
移
民
で
あ
っ

た
。
其
他
南
米
諸
国
へ
の
南
米
移
民
は
何
れ
も
犬
し
た
も
り
で
は
な
い
。
一
九
一
三
年
D
濠
洲
移
民
は
一
四
一
、

0
0
0人
で
る
る

が
、
大
部
分
は
英
園
の
移
民
で
あ
っ
た
。
然
し
同
年
の
濠
洲
か
ら
の
出
移
民
教
は
入
移
民
数
と
殆
ど
同
数
-
で
あ
っ
た
。
又
一
九
一
四

年
が
加
奈
陀
自
治
領
へ
の
移
民
は
三
四
八
、

0
0
0人
で
あ
っ
た
が
、
共
の
大
部
分
は
英
国
及
び
合
衆
閥
か
ら
の
移
民
で
る
っ
た
。

探
し
相
嘗
致
。
加
奈
陀
人
が
闘
境
を
越
え
て
合
衆
国
へ
流
入
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
其
白
数
は
不
明
で
る
る
。

l
l即
ち
海
港
経
由

の
で
あ
る
。

北
米
合
衆
掛
の
入
移
民
魁
び
に
入
移
民
政
策

一
九
九



北
米
合
衆
国
の
入
移
民
魁
び
に
入
移
民
政
策

二

O
O

以
外
の
加
奈
陀
よ
り
合
衆
閣
へ
の
移
民
の
統
計
は
一
八
八
五
年
以
来
と
ら
れ
て
な
い
の
で
る
る
。
従
っ
て
ム
口
衆
園
は
職
前
、
他
の
世

界
各
閣
の
入
移
民
者
数
組
計
以
上
の
移
民
を
一
闘
で
受
入
れ
て
居
た
と
と
は
確
か
で
る
る
。
加
之
、
前
述
せ
る
如
く
泣
き
将
来
に
於

て
蹴
洲
移
民
の
流
れ
が
之
等
の
他
闘
に
分
散
し
て
行
く
傾
向
は
殆
ど
否
全
く
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
合
衆
閣
D
捗
民
問
題
は

過
去
の
問
題
で
は
た
く
、
将
来
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
米
閤
入
移
民
者
を
如
何
に
趨
嘗
に
制
限
す
る
か
、
叉
許
可
入
移

民
者
を
如
何
に
同
佑
す
る
か
の
問
題
は
、
米
関
岡
民
生
活
の
重
大
問
題
な
の
で
あ
る
。

士
、
移

民

能。

限

論

米
国
よ
り
移
民
を
全
然
排
除
す
る
と
一
五
ふ
と
と
は
徳
義
上
か
ら
も
叉
政
治
上
か
ら
も
何
等
理
由
り
な
い
と
と
で
あ
る
。
移
民
を
制

限
す
る
と
と
と
移
民
主
禁
止
す
る
こ
と
と
は
別
間
週
で
あ
る
。
移
民
に
油
賞
、
な
る
制
限
を
加
へ
る
と
一
五
ふ
と
と
は
、
コ
ン
モ
ン
ズ
教

授

p
o
p面
角
会

E
E
E
の
云
ふ
如
く
移
民
を
改
良
宮
町
5
2
す
る
と
と
な
の
で
あ
る
。

法
律
上
ム
口
衆
閣
が
自
閣
へ
の
移
民
を
制
限
す
る
植
利
あ
る
と
と
に
は
問
題
は
な
い
。
若
し
米
園
の
一
位
命
百
制
度
と
閤
民
生
活
と
を
可

及
的
に
人
類
の
一
隅
枇
に
な
る
様
に
護
展
さ
す
と
と
が
米
園
人
の
義
務
で
あ
る
-
な
ら
ば
、
米
国
D
枇
A

何
回
制
度
一
の
最
高
侵
善
D
費
謹
を
陣

筈
す
る
様
な
枇
曾
要
素
を
ア
メ
リ
カ
の
枇
舎
か
ら
排
除
す
る
と
そ
明
か
に
米
国
人
D
義
務
で
も
あ
ら
う
。
勿
論
組
ゆ
る
移
民
白
制
限

は
一
闘
の
利
己
的
立
場
に
で
な
く
人
類
の
一
幅
一
世
に
其
の
基
礎
を
置
か
友
く
て
は
な
ら
友
い
。
市
し
て
人
類
の
幅
一
肱
は
各
闘
が
共
の
閣

民
と
制
度
と
の
安
全
と
存
績
を
ひ
ど
く
脅
か
す
要
素
か
ら
そ
れ
等
を
守
る
と
と
を
要
求
し
て
居
る
と
と
も
亦
疑
な
き
と
と
ろ
で
あ

る
。
米
岡
へ
の
入
移
民
を
制
限
す
べ
し
と
す
る
論
擦
は
大
韓
四
つ
に
分
つ
と
と
が
出
来
る
。

(1) 

産
業
上
の
理
由

移
民
の
多
く
は
低
賃
銀
で
働
く
。
従
っ
て
、
苦
々
が
肢
に
観
察
し
た
様
に
、
競
争
の
結
果
、
土
着
。
者
は
あ
る
産
業
か
ら
は
全
く

排
除
さ
れ
る
と
と
に
ゑ
る
。
と
の
官
曹
は
疑
も
な
く
土
着
ア
メ
リ
カ
附
労
働
者
に
と
っ
て
苦
痛
の
種
で
あ
る
。
米
国
は
一
臆
、
高
率
な
保



護
闘
殺
を
か
け
て
ア
メ

P
カ
勢
働
者
を
猷
州
附
労
働
の
不
正
な
競
争
か
ら
保
護
す
る
と
と
に
熱
心
に
努
力
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
他

方
と
れ
と
は
矛
盾
し
て
多
数
の
欧
州
勢
働
者
の
流
入
生
許
し
、
米
圏
内
に
於
て
ア
メ
リ
カ
努
働
者
と
競
争
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
移

民
の
流
入
を
放
置
し
て
置
い
て
最
低
賃
金
の
維
持
或
は
共
他
の
ア
メ
リ
カ
勢
働
者
の
生
活
標
準
を
保
護
す
る
手
段
を
講
や
る
と
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
然
し
訟
が
ら
他
方
に
於
て
、
五
口
々
が
既
に
観
察
し
た
様
に
、
低
康
た
る
努
働
が
豊
富
に
供
給
さ
れ
た
れ
ば
と
そ
ア

メ
p
カ
の
資
本
家
謹
は
ア
メ
リ
カ
の
産
業
を
極
め
て
念
速
に
費
量
せ
し
め
、
多
く
の
場
合
世
界
市
場
を
制
覇
し
、
米
閣
の
富
を
大
い

に
増
大
す
る
こ
と
が
出
来
た
り
で
あ
る
。
従
来
、
移
民
に
大
制
限
を
加
へ
る
と
と
に
反
釘
し
て
来
た
の
は
主
と
し
て
附
労
働
の
大
雇
傭

者
及
び
舶
舎
枇
で
あ
っ
た
。
而
し
て
議
舎
に
於
け
る
彼
等
の
勢
力
を
利
用
し
て
厳
格
た
移
民
制
限
法
の
通
過
を
妨
げ
る
の
に
成
功
し

て
来
た
の
で
あ
る
。
産
業
上
の
理
由
の
み
か
ら
移
民
問
題
を
考
へ
る
友
ら
ば
、
大
館
に
於
て
恐
ら
く
は
移
民
無
制
限
論
に
傾
く
結
論

に
鶴
着
す
る
で
あ
ら
う
。
然
し
産
業
上
の
理
由
の
み
が
移
民
問
題
を
考
へ
る
に
営
っ
て
考
察
す
べ
き
綿
て
で
は
な
い
。
か
L

一
一
則
的

ゑ
考
へ
方
は
従
来
と
の
問
題
を
論
す
る
多
く
の
者
の
犯
し
た
大
き
ゑ
-
誤
謬
の
一
つ
で
あ
る
。

(2) 

枇
舎
上
の
理
由

長
近
の
米
閤
移
民
の
大
部
分
は
少
く
と
も
世
合
的
に
同
化
す
る
の
が
極
め
て
困
難
な
人
々
で
あ
る
。
彼
等
は
黛
派
的
で
あ
っ
て
、

同
族
の
み
の
植
民
地
を
作
る
傾
向
が
あ
る
。
而
し
て
共
の
植
民
地
で
は
彼
等
の
一
言
語
、
習
慣
、
観
念
が
保
持
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

一
世
合
生
活
に
於
て
大
き
な
役
割
を
演
守
る
か
の
「
同
類
意
識
」

n
s
a
g
E
S由
a
w
E仏
は
、
彼
等
を
融
合
ぜ
し
む
る
一
方
、
同
時

に
他
の
ア
メ
リ
カ
園
民
よ
り
彼
等
を
分
離
特
立
せ
し
む
る
作
用
を
翁
す
り
で
る
る
。
と
の
事
は
特
に
南
一
断
、
東
蹴
よ
り
の
無
智
の
移

民
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
既
に
吾
々
が
観
察
し
た
様
に
、
最
近
白
移
民
の
あ
る
者
で
は
無
筆
者
の
寧
が
極
め
て
高
く
、
彼
等
が

米
閣
の
一
位
曾
生
活
に
参
興
す
る
と
と
は
殆
ど
期
待
出
来
、
な
い
欣
態
で

b
る
。
果
し
て
斯
く
の
如
き
異
民
族
、
異
園
籍
民
の
植
民
地
が

米
岡
此
合
生
活
誼
枇
合
制
限
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
は
充
分
な
る
橡
想
を
ゆ
る
さ
ぬ
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
よ
い
影

響
は
及
ぼ
さ
ぬ
と
思
は
れ
る
。
ム
ん
も
小
島
ナ
校
は
最
も
同
化
し
難
い
移
民
の
子
弟
を
も
ア
メ
リ
カ
的
観
念
や
標
準
に
同
化
す
る
に
大
い

北
米
合
衆
国
の
入
移
民
詑
ぴ
に
入
移
民
政
策

二

O



北
米
合
衆
国
の
入
移
民
魁
ぴ
に
入
移
民
政
策
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に
カ
あ
る
は
否
定
出
来
た
い
の
で
あ
る
が
、
回
埠
克
小
皐
校
は
完
全
友
枇
合
化
の
機
能
を
替
む
槙
闘
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
之
等
の

移
民
の
子
弟
が
通
墜
し
た
場
合
で
も
、
多
く
の
場
合
に
は
皐
校
か
ら
米
岡
最
高
の
文
化
製
素
を
吸
収
す
る
と
と
が
出
来
守
、
依
然
と

し
て
共
の
考
へ
方
に
於
て
其
の
行
動
に
於
て
根
本
に
於
い
て
同
化
し
な
い
の
で
あ
る
c

同

政

治

上

の

理

由

従
っ
て
之
等
の
移
民
の
多
く
は
米
閣
の
自
由
な
る
枇
舎
制
度
を
理
解
し
亨
受
す
る
と
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
彼
等
は
知
識
的

判
断
に
基
い
て
投
票
す
る
に
は
不
向
で
る
る
。
市
も
彼
等
は
蹄
化
前
に
師
に
投
薬
植
を
有
す
る
と
と
は
珍
し
く
な
く
、
米
園
の
有
権

者
の
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
殊
に
大
都
舎
に
於
て
と
の
傾
向
が
強
い
。
一
般
に
彼
等
は
投
県
を
寅
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
少

数
の
指
導
者
の
統
制
下
に

b
る
と
と
が
多
く
、
屡
々
政
祇
聞
の
勢
力
を
左
右
す
る
と
と
が
出
来
る
の
で

b
る
。
か
』
る
紙
態
の
下
で
は

米
関
特
有
の
デ
モ
ク
ラ
ン
ー
が
う
ま
く
運
用
さ
れ
る
か
疑
は
し
い
。
従
来
デ
モ
ク
ラ
ン
ー
は
公
民
が
精
神
的
道
徳
的
に
一
定
の
程
度

の
類
似
性
を
も
っ
枇
舎
、
即
ち
一
位
倉
成
員
が
あ
ま
り
に
具
質
的
で
な
い
様
な
枇
舎
に
於
て
の
成
功
し
た
事
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

山
間
種
挨
上
又
は
生
物
製
上
の
理
由

ム
ロ
衆
閣
へ
の
移
民
を
も
っ
と
制
眼
す
べ
し
と
す
る
理
由
の
中
で
最
も
強
い
の
は
疑
も
な
く
生
物
事
上
の
そ
れ
で
あ
る
。
現
在
米
闘

に
流
入
し
て
来
る
民
族
は
以
前
と
は
異
る
種
族
四
も
の
で
あ
る
。
彼
等
は
白
人
中
白
ス
ラ
プ
及
び
地
中
海
系
の
者
で
あ
る
。
而
し
て

ス
ラ
プ
及
び
地
中
海
系
の
者
は
北
敵
、
西
欧
の
民
族
と
異
っ
て
従
来
、
自
治
挫
自
由
主
義
的
制
度
を
し
く
能
力
を
示
し
た
こ
と
の
な
い

民
放
で
あ
る
。
彼
等
が
北
駄
、
西
欧
の
民
放
と
同
じ
自
治
の
能
力
を
有
す
る
か
ど
う
か
は
疑
は
し
い
。
加
之
之
等
民
放
の
枇
命
日
生
活
及

び
枇
曾
思
想
の
全
匪
史
を
・
通
覧
す
る
に
、
彼
等
は
過
去
に
於
て
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
と
は
全
く
閥
均
る
議
連
を
し
て
居
る
と
と
が
分

る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
遺
体
が
物
を
云
は
な
け
れ
ば
之
等
民
族
の
子
孫
は
教
代
に
し
て
同
じ
ア
メ
リ
カ
人
に
化
す
る
で
あ
ら
う
。

然
し
と
れ
は
疑
問
で

b
る
。
呆
し
て
、
遺
体
が
作
用
を
及
ぼ
さ
な
い
か
。
又
は
血
が
物
を
云
ふ
か
。
行
動
の
習
慣
、
従
っ
て
祉
A
W
H

生

活
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
民
伎
の
生
物
接
的
遺
体
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
或
は
斯
く
の
如
き
生
物
撃
的
影
響
か
ら
全
く
調
立
し



と
の
問
題
に
闘
し
て
は
意
見
が
非
常
に
分
れ
て
居
る
。
然
し
民
族
的
遺
俸
は
、
同
じ
白
人
で
も
系
統
を

同
時
に
す
れ
ば
、
重
要
友
要
因
で
あ
り
、
充
分
考
慮
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
が
、
恐
ら
く
は
最
も
信
や
べ
き
考
へ
で
る
ら
う
。

例
へ
ば
南
部
伊
太
利
人
の
如
き
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
と
は
非
常
に
異
る
民
族
的
遺
体
を
も
っ
民
族
が
従
来
の
ア
メ
リ
カ
岡
氏
と

金
く
同
じ
に
米
園
の
駐
舎
制
度
や
枇
舎
生
活
を
維
持
す
る
と
と
が
出
来
る
と
は
殆
ど
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
気
質
が
チ

ユ
ト
ン
気
質
と
全
然
同
じ
に
吐
合
的
に
表
現
さ
れ
る
と
考
へ
る
と
と
は
出
来
友
い
。
確
か
に
南
険
、
東
鍬
よ
り
多
く
の
穆
民
が
米
閣

に
来
れ
ば
結
局
米
間
民
の
瞳
質
を
費
化
せ
し
め
、
延
い
て
は
そ
の
航
態
が
放
置
さ
れ
る
限
り
米
闘
の
精
一
紳
生
活
、
世
合
生
活
を
も
費

化
せ
し
め
る
で
る
ら
う
。
然
し
と
の
事
が
望
ま
し
い
と
と
で
る
る
か
ど
う
か
は
各
人
の
判
断
に
委
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

て
居
る
も
の
で

b
ら
う
か
。

生
物
曲
学
上
よ
り
見
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
濯
揮
の
必
要
と
一
匹
ふ
と
と
で
あ
る
。
即
ち
い
や
し
く
も
米
閤
民
の
血
液
白
中
に
南
風
、

東
駄
の
被
塵
迫
民
族
白
墜
落
し
た
磁
駐
を
入
れ
た
い
様
に
し
よ
う
と
す
る
・
な
ら
ば
営
然
と
D
事
は
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
総
て
の

生
物
撃
者
が
貫
際
的
に
認
め
る
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
謹
揮
が
民
族
生
活
に
重
要
た
作
用
を
及
ぼ
す
も
の
で
る
る
た
ら
、
確
か
に
ア
メ

p
カ
の
岡
氏
は
将
来
の
ア
メ
リ
カ
人
の
雨
親
に
誰
れ
が
・
な
る
か
を
決
定
す
る
矯
め
に
大
規
模
た
謹
揮
役
行
ふ
機
舎
に
際
合
し
て
居
る

白
で
あ
る
。
民
族
的
理
由
か
ら
あ
る
民
族
の
移
民
を
排
除
す
る
と
と
が
望
ま
し
く
な
く
と
も
、
米
園
民
は
組
ゆ
る
民
族
か
ら
米
闘
の

生
活
に
組
入
れ
て
最
も
利
益
と
た
る
様
友
分
子
。
み
を
選
揮
す
る
と
と
は
確
か
に
望
ま
し
い
と
と
で
あ
る
。
従
っ
て
生
物
畢
上
の
理

由
か
ら
す
れ
ば
、
何
人
を
米
園
に
流
入
せ
し
む
る
か
に
闘
し
て
最
格
た
選
捧
を
施
行
す
る
と
と
が
重
要
で
あ
る
と
と
を
認
め
ざ
る
左

得
な
い
の
で
あ
る
。
従
来
、
合
衆
園
へ
の
移
民
か
ら
遁
営
な
健
康
と
瞳
格
と
を
有
す
る
も
の
の
み
を
謹
揮
す
る
と
一
再
ふ
様
な
と
と
は

殆
ど
何
も
や
っ
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
従
来
や
っ
て
来
た
と
と
は
極
端
に
不
適
営
の
者
を
担
否
す
る
と
一
五
っ
た
程
度
に
過
ぎ
友
か
っ

た。

八
、
移
民
政
策
の
再
建

北
米
合
衆
国
の
入
移
民
蛇
び
に
入
移
民
政
策

ニ
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三



北
米
合
衆
図
の
入
移
民
披
び
に
入
移
民
政
策

二

O
四

米
閣
の
移
民
政
策
の
遁
嘗
な
建
て
直
し
に
必
要
な
と
と
は
移
民
の
入
園
を
遁
営
に
制
限
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
移
民
が
入
閣
後
確

寅
に
ア
メ
リ
カ
化
す
る
様
に
積
極
的
方
策
を
加
へ
る
と
と
で
る
る
。
第
一
の
賠
に
就
い
て
は
、
従
来
米
閣
の
移
民
許
可
に
闘
す
る
法

律
が
湛
だ
非
科
撃
的
で
あ
っ
た
事
を
認
め
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
。
一
九

O
七
年
の
移
民
総
数
一
、
二
八
五
、

0
0
0人
の
中
、
不
趨
営

た
り
と
し
て
入
閣
を
担
否
さ
れ
た
者
は
僅
か
一
三
、

O
六
四
人
即
ち
一
%
鈴

ι過
ぎ
た
い
。
最
初
の
一
般
的
制
限
法
が
通
過
し
た
、
一

八
九
二
年
以
降
一
九
一
三
年
迄
に
排
除
階
級
に
属
す
る
も
の
と
し
て
入
閣
を
担
否
さ
れ
た
者
は
組
移
民
の
一
%
弱
で
あ
っ
て
、
健
全

な
枇
合
的
、
科
率
的
見
地
か
ら
見
れ
ば
ま
こ
と
に
不
充
分
た
選
揖
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
一
九
一
四
年
の
一
、
一
一
一
八
、

0
0
0人
と
一
広
ふ
大
移
民
か
ら
始
っ
て
、
大
戦
中
は
、
全
髄
の
一
二
%
乃
至
八
%
が
年
々
入
閣
を
担
否
さ
れ
て
居
る
。

大
戦
中
に
合
理
的
移
民
政
策
に
大
き
な
一
歩
を
進
め
た
の
は
一
九
一
七
年
の
移
民
法
制
定
で
あ
る
。
同
法
の
制
定
し
た
と
と
は
色

々
あ
る
が
.
中
で
も
十
七
歳
以
上
の
無
筆
移
民
ハ
何
等
か
の
言
語
を
譲
み
得
ざ
る
者
〉
を
排
除
し
た
事
は
注
目
す
ぺ
き
で
る
る
。

と

の
賠
に
闘
し
て
は
議
論
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
社
合
接
的
見
地
か
ら
見
れ
ば
明
か
に
賢
明
友
策
で
あ
る
。
諌
む
能
力
を
有
す
る
と
と
、

従
っ
て
一
種
と
し
て
の
吐
舎
生
活
に
多
か
れ
少
友
か
れ
参
興
す
る
と
一
民
ふ
と
と
は
、
枇
舎
的
同
化
に
必
要
友
基
礎
婆
件
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
世
合
進
歩
の
土
蓋
を
震
す
も
の
で
る
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
輿
論
政
治
生
意
味
す
る
。
然
る
に
現
今
輿
論
を
作
り
停
播

す
る
主
な
手
段
は
新
聞
で
る
る
。
従
っ
て
讃
む
能
力
を
有
せ
ざ
る
者
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
参
興
し
、
殊
に
そ
の
合
理
的
友
護
建
を
招

保
す
る
と
と
は
殆
ど
出
来
な
い
。
加
之
無
筆
の
移
民
は
人
か
ら
酷
使
さ
れ
る
傾
向
が
最
も
強
く
、
己
れ
の
環
境
に
順
躍
す
る
と
と
が

極
め
て
難
し
い
の
で

b
る
。
結
局
、
無
筆
者
検
益
は
欧
洲
の
教
育
的
批
曾
的
欣
態
に
よ
い
影
響
を
及
ぼ
す
で

b
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。

又
同
法
は
、
宗
教
上
の
鹿
迫
か
ら
逃
れ
て
来
た
者
は
検
夜
を
発
除
さ
れ
る
と
と
を
規
定
し
て
居
る
。
純
粋
な
政
治
犯
人
移
民
の
妻
及

娘
、
五
十
五
蔵
以
上
の
一
定
近
親
者
も
同
様
に
検
夜
を
兎
除
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
居
る
。

然
し
無
筆
者
検
奈
は
移
民
の
統
制
手
段
と
し
て
茜
だ
不
完
全
な
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
少
く
も
結
局
に
於
て
と
の
手
段
で
排
除
す

る
の
は
ご
く
少
数
で
φ
っ
て
、
之
れ
だ
け
で
は
移
民
を
合
理
的
に
選
鐸
す
る
基
礎
と
し
て
不
充
分
で
あ
る
。
即
ち
経
済
的
調
整
が
同



化
を
成
功
せ
し
む
る
基
礎
的
要
件
で
あ
る
。
従
っ
て
移
民
を
科
準
的
に
統
制
す
る
に
は
先
づ
第
一
に
附
労
働
の
需
要
其
他
の
経
済
的
保

件
を
考
慮
に
入
れ
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
と
の
矯
め
に
は
永
久
的
友
移
民
委
員
舎
が
諌
め
毎
年
米
国
で
必
要
と
す
る
努
働

を
計
算
す
る
の
が
最
も
よ
い
方
法
で
あ
る
。

合
衆
閣
に
永
久
に
定
住
す
る
矯
め
に
渡
来
し
、
公
民
と
な
ら
う
と
い
ふ
意
思
を
表
白
す
る
者
に
は
優
先
擢
を
輿
ふ
べ
き
で
る
る
。
現

今
む
移
民
は
大
多
数
師
化
し
て
公
民
と
な
り
得
な
か
っ
た
。
従
っ
て
合
衆
岡
が
犬
載
に
参
加
し
た
営
時
は
米
間
民
の
成
年
男
子
の
殆

ど
一
一
割
は
外
閤
人
で
あ
っ
た
と
計
算
さ
れ
て
居
る
。
確
か
に
験
制
諸
閣
の
課
後
備
兵
士
の
入
閣
を
無
制
限
に
許
可
す
る
と
と
は
理
由

の
友
い
と
と
で
あ
る
。
合
衆
閤
在
住
外
人
に
関
す
る
問
題
は
、
聯
邦
事
務
局
が
在
住
外
人
を
登
録
せ
し
め
彼
等
が
ア
メ

p
カ
公
民
と

な
る
迄
其
の
足
跡
を
尋
ね
得
る
様
に
す
れ
ば
、
最
も
よ
く
鹿
理
し
得
る
で
あ
ら
う
。

現
在
の
検
夜
は
績
行
す
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
一
居
巌
格
な
生
物
墜
的
吐
合
感
的
趨
性
検
査
を
行
ふ
べ
き
で
あ
る
。
勿
論
検
杢
は

す
べ
て
移
民
の
上
船
港
で
移
民
検
夜
宮
が
強
制
的
に
行
ふ
べ
き
で
る
る
。
査
し
制
限
法
運
用
に
無
用
の
困
難
を
生
守
る
と
と
を
防
ぐ

震
め
で
る
る
。

総
ゆ
る
移
民
法
の
指
導
精
神
を
錯
す
一
般
的
原
理
は
、
間
民
生
活
に
完
全
に
同
化
し
得
る
教
だ
け
り
移
民
を
入
閣
せ
し
む
る
と
一
五

ふ
と
と
で
あ
る
。
か
L
る
理
由
か
ら
、
各
園
民
に
就
て
一
ヶ
年
に
許
可
す
ぺ
き
最
大
移
民
数
は
、
既
に
蹄
化
し
た
人
数
の
一
定
率
ハ
即

ち
五

μ乃
至
十
五
M
m
)

で
た
け
れ
ば
・
な
ら
な
い
。
而
し
て
共
の
比
率
は
委
員
舎
が
勢
働
の
需
要
其
他
米
閣
の
種
々
の
事
情
を
参
酌
し

て
一
定
範
圏
内
で
き
め
る
と
と
に
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
の
方
法
が
、
既
に
述
べ
た
移
民
検
官
官
と
併
行
さ
れ
る
友
ら
ば
、
現
在
考

へ
得
る
移
民
統
制
の
足
取
も
科
事
的
法
律
と
な
り
得
る
で
あ
ら
う
。

丸
、
ア
メ
リ
カ
化
の
方
法

移
民
を
趨
蛍
に
濯
揮
す
る
問
題
よ
り
一
一
居
重
要
た
の
は
、
入
閣
を
許
し
た
移
民
を
如
何
に
同
化
す
る
か
と
云
ふ
問
題
で
あ
る
。
米

北
米
合
衆
閣
の
入
移
民
並
び
に
入
移
民
政
策

ニ
O
五



北
米
合
衆
闘
の
入
移
民
蛇
び
に
入
移
民
政
策

ニ
O
六

園
民
が
同
じ
一
閣
の
同
朋
と
し
て
何
人
を
入
れ
る
か
と
云
ふ
と
と
に
闘
し
如
何
に
注
意
深
く
し
て
も
恐
く
は
注
意
深
過
ぎ
る
と
一
試
ふ

と
と
は
ゑ
い
の
で
あ
る
が
、
何
人
と
米
閣
の
運
命
を
共
に
分
っ
か
と
一
五
ふ
と
と
も
極
め
て
慎
重
に
考
慮
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
移
民

に
封
す
る
米
岡
民
の
態
度
は
積
極
的
援
助
的
で
あ
る
べ
き
で
、
消
極
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
然
し
、
移
民
に
劃
す
る
取
扱
ひ
は

レ

少

を

7
z
l
ル

従
来
は
ど
ち
ら
か
と
云
へ
ば
消
極
的
な
も
の
で
る
ワ
た
。
と
れ
は
従
来
米
国
移
民
政
策
の
特
徴
た
る
一
般
的
自
由
放
任
主
義
的
態
度

に
基
く
も
の
で
る
っ
て
、
と
の
問
題
に
封
ず
る
米
閤
民
側
の
取
扱
方
の
利
己
主
義
と
感
傷
主
義
と
を
表
明
し
て
居
る
。
と
の
感
傷
主

義
と
利
己
主
義
と
に
よ
っ
て
、
総
ゆ
る
種
類
の
蹴
洲
移
民
に
謝
す
る
門
戸
開
放
主
義
が
維
持
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
然
し
移
民
の

到
来
後
は
、
彼
等
白
勢
働
が
雇
主
か
ら
利
己
的
た
搾
取
を
受
け
よ
う
と
、
又
大
都
舎
の
貧
民
窟
に
佐
ひ
共
鹿
で
彼
等
の
子
弟
を
養
育

し
ょ
う
が
震
す
が
ま
L

に
放
置
し
て
乎
集
で
居
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
移
民
に
封
し
真
の
意
味
の
温
情
と
、
彼
と
共
の
子
弟
に

封
ず
る
責
任
感
と
を
快
い
て
居
た
の
で
る
る
。
賓
際
、
多
く
の
移
民
は
、
故
郷
に
止
っ
て
居
た
・
な
ら
ば
決
し
て
経
験
し
な
い
様
た
困

窮
と
窓
口
惑
と
を
ア
メ
リ
カ
の
生
活
で
は
嘗
め
ざ
る
を
得
・
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

米
間
の
移
民
に
封
す
る
建
設
的
政
策
に
先
づ
必
要
な
機
関
は
地
理
的
に
も
産
業
的
に
も
一
一
居
合
理
的
に
移
民
を
分
配
す
る
篤
め
の

聯
邦
事
務
局
で
る
ら
う
。
之
れ
に
就
い
て
は
、
聯
邦
政
府
と
各
州
政
府
と
の
問
、
政
府
と
雇
傭
主
及
び
職
業
紹
介
業
者
と
の
聞
の
協

力
が
必
婆
で
あ
る
。
市
し
て
政
府
は
雇
主
及
び
職
業
紹
介
業
者
が
移
民
を
搾
取
し
友
い
様
に
監
督
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
情

的
調
整
が
移
民
を
ア
メ
n
y

カ
化
す
る
に
必
要
な
第
一
歩
で
あ
る
。

次
に
之
れ
と
同
様
に
重
姿
な
の
は
小
事
校
の
移
民
及
び
其
の
子
弟
を
ア
メ
リ
カ
化
す
る
作
用
で
る
る
。
移
民
が
相
営
敷
居
る
枇
舎

に
は
す
べ
て
成
年
移
民
に
英
語
、
商
業
、
公
民
を
敬
へ
る
夜
襲
校
が
な
け
れ
ば
反
ら
友
い
。
外
関
生
れ
の
者
の
子
弟
に
は
小
勝
校
は

従
来
よ
り
も
一
磨
、
枇
合
、
政
治
教
育
、
殊
に
ア
メ
リ
カ
D
枇
曾
的
政
治
的
観
念
の
教
育
に
特
に
註
意
を
掛
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

然
し
之
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
子
弟
に
も
均
し
く
必
要
な
と
と
で
あ
る
。

最
後
に
、
移
民
の
分
配
、
経
情
的
調
整
、
数
育
、

一
般
の
枇
合
的
調
整
の
仕
事
に
闘
し
多
く
白
民
間
圏
館
側
の
援
助
を
考
患
を
し
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